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中国を学ぶ意義とその魅力
社会と経済　教授 山田辰雄

なぜ中国を研究する
ようになったか

阿部 今日はお暑いところお集
まりいただきまして、ありがと
うございます。
放送大学にもいろんな地域を
研究されている先生方が何人も
いらっしゃいますが、ただ同じ
地域を研究していらっしゃる先
生が複数いらっしゃるという領

域はそんなにないんですね。そ
の中で、専門はそれぞれ違いま
すが４人の先生がそれぞれ中国
とかかわりをもっていらっしゃ
います。そこでその４人の先生
にお集まりいただきまして、中
国研究の魅力とか日中の関係の
問題とか、あるいは放送大学で
の中国研究、あるいは学習の役
割といったようなテーマでお話
をいただきたいと思います。
まず紹介をかねてお一人ずつ、

なぜ中国を研究なさっているの
かお話しいただきたいのですが。
まず傳田先生、いかがでしょう
か。
傳田 私の場合は田舎から東京
へ出てきて、たまたま大学で外
国語に「中国語」があったとい
うことでものめずらしさに教室
をのぞいたのがこの分野にはま
りこむきっかけになりました。
そこで出会った先生の授業に惹
かれたのが大きい。それは長袍
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にイメージされるいわゆる文人の
吟詩でもなく、もちろん論語孟子
の世界でもない、私の想像してい
た旧制高校の（私は新制４年目）
語学の授業――従兄の本棚にあ
ったレクラム文庫のにおいと同じ
ものがそこにあったのです。新鮮
な驚きでした。だから、まず中国
の文化に惹かれてそれで中国語を
勉強しようと考えたという仲間の
多くの入り方とは違ったものであ
ったようです。
戦後すぐの学生で中国を対象と
する分野に進んだものは、その多
くは革命を起こした新しい中国に
何かがあると惹かれたのではない
でしょうか。その関心を象徴する
ものは魯迅です。もちろん日本の
近代的な学問は明治以来西欧に向
いて来たのですから、われわれは
極々少数派でした。それがだんだ
んと増えてきた過程を振り返る
と、そこには何度かの波がありま
した。「文化大革命」の開始（66
年）、国交回復（72年）などがや
はり大きく影響しました。当時中
国語を選択する学生が年々それこ
そ倍々ゲームで増えたものです。

いま私どもの分野で文学でも語学
でも中堅として第一線に立ってい
る人たちはこの時期に入ってきた
人たちですね。さらに80年代以
降は中国経済の発展に伴いより多
くの学生が貿易などもっと現実的
な関心で中国を考えるようになっ
ているのでしょうか。
阿部 ありがとうございました。
それでは中国史を研究しておら
れる浜口先生、中国研究の魅力と
いうのは何でしょうか。
浜口 私の場合は、というより私
の場合も、時代の影響をうけて出

発点は研究の魅力というより、中
国という対象そのものにひかれた
というべきだと思います。私は、
1950年代後半に大学生でしたか
ら、只今の傳田先生の分類に従え
ば中国革命に強い関心をもった世
代です。特にその契機となったも
のが、当時相次いで出版された一
連の中国革命を描いたルポルター
ジュで、例えばエドガー・スノー
やアグネス・スメドレー、ジャッ
ク・ベルデンといったジャーナリ
ストたちの作品を読んだことで
す。それらを読むなかで、若さゆ
えかもしれませんが、人間が一つ
の国や社会にこのように大きな変
化をもたらすことがあり得るのだ
ということを知って感銘をうけま
した。当時は日本社会も進むべき
方向を模索していましたから、そ
こからきた問題意識もてつだっ
て、まず中国を対象に選び、それ
からその歴史を研究することにし
たのです。
ただ、その後今日まで中国史の
研究を続けてきた要因はといえ
ば、同時代史に入ってからの中国
が常に予想をこえた大きな動きを
するものですから、中国とは何か
を歴史研究をとおして理解した
い、納得したいと切実に思ったか
らだと思います。それは難しいけ
れども魅力的なテーマです。そし
て、時々ですがハタと腑におちる
ことがありますので、それがエネ
ルギーの素になっているように思
います。
阿部 それでは今度は中国の政治
史を研究なさっている山田先生、
いかがでしょうか。
山田 私もお二方と大体同じ世代
で、1950年代から60年代に学生
時代を過ごしました。
あの頃は中国社会主義華やかな
時代でしたし、日本においても社
会主義に希望がありました。しか
もあの頃我々は中国に行けなかっ
たんですね。行けないとなるとま
すますあこがれの気持ちが強くな
るんです。
また、私は慶應義塾の法学部政
治学科で政治学とか社会学の勉強
をしていましたが、欧米の学問が

中心でこれはおかしいなという気
持ちがありました。
そういう意味で中国に興味を持
つようになりました。
より直接的には、私の指導教授
である石川忠雄先生の『中国共産
党史研究』に出会ったことが本格
的に現代中国の政治を研究するき
っかけになりました。

阿部 今お話しいただいたお三方
の先生は、多少年齢の差はありま
すがまあ近い世代でいらっしゃい
ますが、宮本先生はずっとお若い
世代ですね。今のお話を伺って、
何かやはり宮本さんが中国を勉強
しようとされた動機とどこか違う
というふうにお感じになります
か。
宮本 私は90年代に学生生活を
送っていたのですけれども、その
ころは日本の社会も、それから中
国も比較的安定していた時代に入
っていました。私よりも少し上の
世代の先生方の時代と比べます
と、中国に対する激烈な思い入れ
というものは、既になかった、少
なくともそれほど表面には出てこ
なかったように思います。一面で
はそれはそれで非常に悔しいとい
いますか、生まれてきた時代が少
し遅かったということで、残念に
思う点なのですが。そういうこ
とで私たちの時代は、中国に対
する向き合い方というのは社会
全体に対する使命感とでも言う
べきものからは離れ、おそらく
非常に個別的であり、きわめて
個人的な動機に根ざしているこ
とが多いのではないかと思って
います。
この状況は現在でも基本的に変
わらないと思うのですが、中国へ

のアプローチの仕方というのは、
昔に比べて非常に多種多様なもの
がありまして、直接中国に行くこ
とも非常に容易ですし、中国に接
する機会も非常に多い。そういう
ものの中から勝れて個人的な動機
によって中国に向き合うことにな
ったのだと思います。

日中交流をどのよう
に考えるか

阿部 どこの地域を研究しても、
その地域と日本の関係は意識せざ
るを得ない。私はアメリカを専門
にしていますが、やはり日米関係
というものにたえずわずらわされ
るというか、あるいはそれにつき
まとわれるというか、そういう面
はあると思うのです。特に中国の
場合は、実は日中関係というのは
ものすごく長いんですね。考えて
みれば、日米関係などはせいぜい
ここ200年とかの話ですけど、日
中関係となると本当にもう悠久の
昔から続いているわけです。そう
いう意味でも何か中国を研究する
という場合には日中関係というも
のを何らかの形で意識せざるを得
ないんだろうと思いますけど、そ
の辺はいかがですか。
浜口 そのとおりです。例えば、
近代史を研究対象にしています
と、この間の二つの国の不幸な関
係がどうしても意識されます。中
国へ調査に行ったときなど必ずこ
の問題に直面しますから。けれど
もその事実は直視するにしてもや
はり乗り越えなければならない。
そのためには長い歴史をみる目を
もって日中関係の基盤をおさえて
おくことが必要なのだと思いま
す。

そこで何をおさえておくかです
が、それは一言でいえば、近代以
前の日本と中国の関係がなかなか
よかった、お互いに文化の根底を
共有しながら、しかしそれぞれに
独自な文化をもつという絶妙な関
係をつくっていたという点を忘れ
ないようにするということではな
いかと思います。そしてそうなっ
た理由としては、一つの例ですが、
千年以上遡る遣隋使、遣唐使の時
代に、苦労して日本海をわたって
いった人達が、帰途中国から運ん
できたものが主に書籍であったと
いう点に注目したいと思います。
つまり、国がつくられていく時に、
その当時の人たちが中国から受容
したものが物というより書物とい
う精神文化の基盤をなすものであ
ったということです。それは文化
が発展する種がもたらされたとい
うことで、それはタネですからそ
の後独自に発展したり変容したり
して日本の日本らしい文化形成に
役立ったと考えられるのです。こ
の時代の研究をされた中国のある
先生が、こうした日中間の交流の
道を、中国から西へのびるシルク
ロードと対比させて「ブックロー
ド」といわれました。「ブックロ
ード」というのは日中関係を示す
上で本当によい名前だと思いま
す。この名称は日中間の交流が文

化的な交流であり、それぞれに主
体性をもった交流であったことを
示しています。そうした歴史が私
たちの背景にあったのだと考えま
すと、近代になってからの日中関
係についてもそう屈託ばかりしな
くてもよいと感じます。
阿部 傳田先生はいかがですか。
傳田 最近はさすがに稀になりま

したが、例えば卒業研究をするな
ら唐詩でやりたいというような学
生が年輩の世代に多かったので
す。それは少し乱暴な言い方をす
ると、過去の日本人が見た、その
眼で唐詩を見ているわけです。例
えば平安朝の貴族は白楽天の詩文
から自分たちの好みに合うものだ
けを読んで、大陸の歴史のもつも
っと乾いた現実を映している面は
紹介しなかったんですね。
さらに日本人はそれを漢文で読
んできたというところにもう一つ
大きな問題があります。一つ一つ
の語を漢文――実は日本語で、
日本語の意味と感覚で読んでいる
のです。
学界でそれでは本当の中国は理
解できないという反省が言われた
のは戦後になってからのことでし
た。ある文化を学ぶときにまずそ
のことばから学ぶという、対象が
西欧であったなら当たり前の手順
が、中国に対してまったくなされ
てこなかった。詩文の訓読はすで
に日本文学、日本の文化の中に溶
けこんでしまっているので、さほ
ど気にならないのかもしれないけ
ど、これが白話――近世口語の
文学となるともうそうはいかな
い。西欧の戯曲文学に劣らぬもの
が中国にもあるという論が清末の
学者から出されて、日本でも大正
期に近世戯曲文学が紹介されたの
ですが、日本の学者がやると漢文
訓読からはなれられない。その結
果きわめて奇異な翻訳になったの
です。我々が慣れてしまっている
論語や李杜の詩の訓読でも、現代
の中国の人たちが母語の古典を読
むのとはかなり違う感受になって
いるのではないか。戦後のこの分
野の研究が注いできた主な努力
は、この外国語としての中国語で
作品を読み直すことだったと言っ
てよいでしょう。
阿部 それでは宮本先生、今ちょ
うどそれぞれの思い、過去のいろ
いろな日中関係の積み重ねみたい
なものがあって、その中で皆さん
中国というものを研究してこられ
たと。で、さっき宮本先生はもっ
と自由だと、個人的だとおっしゃ
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生活と福祉 助教授 奈良由美子

共感と教養

2003年８月、生活環境学担
当として放送大学に着任いたし
ました。千葉学習センターに所
属しております。どうぞよろし
くお願いいたします。
複数の人間が相互作用し有機
的に創る社会に生きて、いま国
内外で起こっている様々な問題
を思うに、また自分自身が日常
生活を送る中でも、「共感（性）」

の大切さを痛感する今日この頃
です。共感性の定義については
諸説ありますが、数多くの定義
に共通するものとして、他者の
おかれている立場や状況を把握
し、その他者の視点から理解し
ようとする能力、また、他者が
経験している体験や感情を、そ
の他者の立場にわが身をおいて
共有しようとする能力であると
されています。共感性は、他者
（とくに親）による受容、そし
て体験の共有等によりその育成
が促進されることが様々な研究
によって分かってきています。
そして私は、「教養」も共感性

を高めるひとつの手がかりにな
るのでは、と思っています。教
養は複雑な社会の中で自分を位
置づけるものであると同時に、
相手を位置づけるものでもあり
ます。この世に生起する様々な
事象について知り、他者にはそ
れぞれの社会的文脈があること
を理解できることは、相手の立
場による思考と行動を可能とす
るものだと思うのです。社会の
構成員のひとりとして私も、い
ろいろな相手と丁寧に向き合え
るよう、これからも教養を高め
ていきたいと思っております。

社会と経済 助教授 浅川達人

社会を紙に書く仕事

専門はなんですかと尋ねられ
たとき、説明に苦慮することが
よくあります。専門は社会学で、
社会調査の授業を担当させてい
ただいていますとお答えする
と、多くのみなさんは曖昧な笑
みを浮かべられます。わかった
ようで、わからないぞ、という
合図ですから、私も言葉を付け
加えます。社会を紙に書くのが
仕事なのです、と。
私たちは誰もが社会で生活を
しており、誰もが社会のしくみ

について理解しています。にも
かかわらず、社会をこの紙に書
いてください、とお願いされた
らどうでしょう。社会は目に見
えないのだから書くことなどで
きない、と思われることでしょ
う。ところが、書くことができ
るのです。
社会地図を用いれば、産業構
造の変化という目に見えない現
象を描き出すことができます。
またそこに住む住民の構成の変
化を示す地図など、他の地図と
重ねあわせることによって、産
業構造の変化が住民構成におよ
ぼす影響を考察することができ
ます。さらには、住民の意識の

変化を数量で捉えることもでき
ますし、人々の日常会話からは
言葉の背後に秘められた生活者
としての意図（戦略）を読み解
くこともできます。そうやって、
実体として目に見えるわけでは
ない社会を見つめ、地図や表や
グラフや言葉を駆使して社会を
描き出す作業をするのが社会学
者の仕事であり、そんな力を与
えてくれるのが社会調査なのだ
と考えております。

2003年８月に着任したばか
りの浅学の新参者です。東京足
立学習センターに所属しており
ます。どうぞよろしくお願いい
たします。

いましたが、それはどういうこと
になりますか、今お話しいただい
たようなことに結びつけると。そ
ういうものはもうないと――。
宮本 先ほど個人的ではあるとは
申しましたが、やはり過去との関
係において自由とは言い難いと思
います。いま傳田先生のお話しに
なったことに引きつけていいます
と、もちろん現代の資料はそうで
すけれども、古典の資料でも、中
国語を原語で読まないとやはり書
かれた作者の意図に迫れないとい
うのはまことにその通りだと思い
ます。実はこのことが一般的な観
念になったのはおそらくそんなに
古いことではありません。文学・
語学専攻の場合は、戦後、古典も
含めてすべて原語で読むのが当た
り前になりつつあったと思うので
すが、その他の分野においては訓
読によって文献を読まれている方
が少なくありません。訓読という
のはもちろん優れた方法ではあり
ますが、それによっては汲み上げ
ることのできない原語の微妙なニ
ュアンス、これは主に虚詞によっ
て表現されているのですが、それ
らを捨象してしまう可能性があり
ます。ですから私たちが古典も含
めて中国語に向き合うときには、
当然ながら外国語として向き合う
必要があろうかと思います。非常
に限定的な側面ではありますが、
これも過去の日中関係を背負う私
たち日本人に固有の問題だと思い
ます。
阿部 山田先生はいかがですか。
山田 いま皆さんは古い時代から
長期的な日中関係について述べら
れましたが、私の関心は20世紀
の日中関係にあります。いま政治
的にも社会的にも日中の歴史認識

問題が非常に大きな問題になって
います。これをどう見るかという
問題ですが、私は日中戦争をはじ
めとして、20世紀の前半に日本
が中国を侵略したというこの事実
は、どう弁解しようと否定できな
いと思います。しかし日中関係は
そのことだけで理解できるのでし
ょうか。歴史的な事実に照らして
私はその見方は必ずしも正しくな
いと思っています。早い話が、20
世紀の前半は侵略したけれども、
20世紀の後半、1949年以降は日
本は全然中国を侵略していないで
すね。
もう少し歴史をさかのぼって見
ますと、1911年に中国では辛亥
革命が起きました。これは清朝と
いう王朝を倒した非常に重要な歴
史的事件です。この革命の最大の
根拠地は日本にあったのです。日
中間の協力なくしてこの革命は起
こらなかったし、この革命が起こ
らなければ中華民国も中華人民共
和国もあり得なかったわけです。
これは一つの例ですけれども、日
中間にも相互依存関係というか協
力関係も存在していたわけです。
それから日本と中国は、いろん
な意味でアジアの大国であること
です。だから利害関係、あるいは
感情の面でぶつかるんですね。こ
れはもう仕方がない。ただし対立
しながらなおかつ平和的に共存し
ていかなければいけないというの
が実は日中関係のあり方であろう
と私は考えています。私はこうい
う日中関係のあり方を、私自身の
造語で「競存」と呼んでいます。
こういう観点からみると実は過去
にもそういう状態があったし、今
もそうなんですね。
しかし戦争に持ち込んではいけ

ないし、また長期的には対立を解
決できるという歴史的観点が必要
だと思います。
私は20世紀の日中関係を、一
面では侵略の事実を認めながら、
他面では相互依存の事実も認め、
その中間に競争しながら共存して
いく側面もあるのではないかとい
う多面的な日中関係に対する見方
が必要であると考えています。

阿部 先ほど浜口先生が、日中関
係というのは単に物の移動ではな
くて精神的なもの、ブックロード
とおっしゃったけれども、そうい
うのは日中関係にしかないんじゃ
ないでしょうか。例えば日米関係
というのはせいぜいマクドナルド
化ぐらいの話で、とても日本の精
神文化を大きく変えたということ
はないんじゃないかと思うんです
ね。ヨーロッパの影響もかなり限
定的で、物は、技術はずいぶん学
んだけれども、精神という面でい
えばむしろまだ学んでいない部分
のほうがはるかに多い。そういう
意味で日中関係というのはやはり
非常に特別な関係だし、放送大学
でもこれからもっともっと多くの
人が学んでいくことができればい
いなと思いました。
今日は長時間ありがとうござい
ました。

＜座談会＞中国を学ぶ意義とその魅力

卒業生の看護学と教育学の研究会 発達と教育　教授 宮澤　康人

放送大学の学習は卒業してから本格的に始まることをご存じでしたか。
卒業研究のお手伝いを宮澤がした看護系の方々と、文京学習センターを会場にして、春と秋の年２回のペースで、５年ほど続けている
研究会があります。小児看護、母子看護の臨床ののち、現在は看護学校等で教えながら大学院で学んでいる人が多いのですが、臨床現場
で求められる実技能力と学校の授業で教える知識・理論とのギャップの克服などが研究課題です。『感情と看護』とか『看護ケアの現象学』
といった文献を頼りに方法論を模索しています。九州からの参加者もいます。関心をお持ちの方は、お問い合わせください。

〒951-8063 新潟市古町通り２－５４３－７０６　竹村真理　　（Tel + Fax 025-227-2374 メール: takemura@clg.niigata-u.ac.jp）
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03） 

生物学の歴史（’01） 
現代社会におけるライフコース（’03） 
患者からみた医療（’03） 
経営工学総論（’04） 
流体的地球像（’03） 
〔経営工学総論（’00）〕 
〔産業人間工学（’00）〕 

物理の世界（’03） 
世界の食糧問題とフードシステム（’03） 
簿記入門（’02） 
都市システム工学（’03） 
多変数の微積分（’03） 
光と電磁場（’01） 

確率と統計（’01） 
都市と人間（’03） 
生活の経営（’01） 
企業ファイナンス入門（’04） 
動物の行動と生態（’04） 
宇宙の進化（’01） 
〔食生活をめぐる諸問題（’00）〕 
〔社会の中の会計（’00）〕 
〔光と物質（’00）〕 

家族論（’01） 
日本の食文化（’04） 
マーケティング論（’04） 
〔循環器科学（’00）〕 
〔マーケティング論（’99）〕 

持続可能な消費と生活者（’03） 
科学・技術と社会（’03） 
日本法文化の形成（’03） 
食品の安全性を考える（’04） 
住計画論（’02） 
情報産業論（’04） 
物質の科学・有機高分子（02） 
〔生活者の経済（’00）〕 
〔情報産業論（’00）〕 
〔プログラミング入門（’00）〕 

社会福祉入門（’04） 
物質の科学と先端技術（’04） 
社会保険と市民生活（’04） 
人間と自然（’03） 
データの科学（’01） 
〔社会福祉入門（’00）〕 
〔薬の歴史・開発・使用（’00）〕 
〔動物の行動と社会（’00）〕 

日米欧の企業経営（’01） 
がんの健康科学（’01） 
変動する社会と暮らし（’02） 
アグリビジネス（’02） 
幾何入門（’04） 
植物の生理（’04） 
〔解析学（’00）〕 
〔植物の生理（’00）〕 

比較技術の文明論（’02） 
アジアの風土と服飾文化（’04） 
社会福祉の国際比較（’02） 
バイオテクノロジー（’01） 
物質の科学・有機構造解析（’03） 
細胞生物学（’03） 
〔高齢者の心と身体（’00）〕 

人体の構造と機能（’01） 
計算科学（’03） 
地域福祉論（’03） 

疾病の成立と回復促進（’01） 
若者の科学離れを考える（’04） 
技術の分析と創造（’02） 
ネットワーク産業論（’04） 
天体物理学入門（’03） 

看護学概説（’01） 
高齢者福祉論（’03） 
イノベーション経営（’01） 
数学とコンピュータ（’03） 
物質の科学・反応と物性（’04） 
〔物質の科学・反応と物性（99）〕 

基礎生物学（’03） 
使える数理リテラシー（’03） 
母子の健康科学（’00） 
現代産業組織論（’01） 
エネルギー工学と社会（’03） 
微生物機能に学ぶ化学（’01） 
〔食物とからだ（’00）〕 

数学の歴史（’03） 
科学の思想と論理（’01） 
中小企業の挑戦（’03） 
感染症と生体防御（’04） 
ベンチャー企業論（’01） 
現象の数理（’03） 
日本列島の地球科学（’03） 

線型代数学（’04） 
身体福祉論（’03） 
食品の成分と機能（’03） 
公的扶助（’02） 
物性物理学入門（’04） 
宇宙の観測（’01） 
〔線型代数Ⅱ（’00）〕 
〔物性物理学入門（’00）〕 

初等微分積分学（’02） 
現代科学と医療（’04） 
障害者福祉（’01） 
建築意匠論（’04） 
運動と力（’01） 
分子生物学（’01） 
〔着ごこちの追究（’99）〕 
〔環境アセスメント（’00）〕 

線型代数入門（’03） 
物質の世界－化学入門（’02） 
現代社会とスポーツ（’01） 
衣生活の科学（’02） 
経営学（’03） 
管理会計（’03） 
〔都市と生活空間の工学（’00）〕 

実験科学の方法（’02） 
変化する地球環境（’04） 
生活の経済（’04） 
公衆衛生（’01） 
マスメディア論（’03） 
情報工学と社会（’01） 
物質の科学・量子化学（’03） 
〔宇宙像の変遷と人間（’00）〕 
〔現代生物科学（’00）〕 

宇宙とその歴史（’04） 
東アジア・東南アジアの住文化（’03） 
リハビリテーション（’03） 
産業と労使（’03） 
持続的発展と国際協力（’03） 
量子力学（’01） 
〔宇宙とその歴史（’00）〕 

宇宙像の変遷と科学（’04） 
脳の健康科学（’02） 
会計学（’04） 
計算力学（’04） 
〔地球とその歴史（’00）〕 
〔現代ファイナンス入門（’00）〕 
〔ネットワーク産業論（’00）〕 

英語Ⅵ（’03） 
フランス語Ⅰ（’02） 
中国語Ⅱ（’01） 
スペイン語Ⅱ（’03） 
日本語Ⅰ（’02）―外国語としての― 

英語Ⅰ（’01） 
ドイツ語Ⅲ（’02） 
中国語Ⅲ（’04） 
ロシア語Ⅱ（’01） 
スペイン語Ⅰ（’03） 

ゲノム生物学（’03） 
家族のストレスとサポート（’04） 
光電子技術とIT社会（’04） 
数学基礎論（’03） 
エネルギーと熱（’03） 
多様性の生物学（’03） 
〔家族と生活ストレス（’00）〕 
〔電子技術と社会（’00）〕 

次世代育成を考える（’03） 
技術者倫理（’04） 
集団と環境の生物学（’03） 
国際共生と健康（’04） 
人工物と設計（’04） 
カオス学入門（’01） 
〔科学と技術の歴史（’99）〕 
〔年金・医療保険論（’00）〕 
〔設計学（’00）〕 

問題解決の発想と表現（’04） 
住まいの構造・構法（’04） 
児童家庭福祉（’03） 
材料工学と社会（’01） 
複素数と関数（’04） 
相対論（’04） 
〔情報基礎管理学（’00）〕 
〔相対論（’99）〕 
〔現代モード論（’00）〕 
〔統計の考え方（’00）〕 

平成16年　7月29日（木） 平成16年　7月30日（金） 平成16年　7月31日（土） 
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平成16年8月1日 （日） 平成16年8月3日 （火） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

9:15 
 

10:05

10:25 
 

11:15

11:35 
 

12:25

13:15 
 

14:05

14:25 
 

15:15

15:35 
 

16:25

16:45 
 

17:35

17:55 
 

18:45

総合情報学（’02） 
情報システム科学（’02）  
芸術文化政策Ⅱ（’02） 
生涯学習論（’02） 

総合人間学（’02） 
複雑システム科学（’02） 
福祉政策Ⅰ（’02） 
情報教育論（’02） 

言語文化研究Ⅰ（’02） 
地球環境科学（’02） 
福祉政策Ⅱ（’02） 
才能教育論（’02） 

言語文化研究Ⅱ（’02） 
物質環境科学Ⅰ（’02） 
法システムⅠ（’02） 
逸脱行動論（’02） 

表象文化研究（’02） 
生命環境科学Ⅰ（’02） 
法システムⅡ（’02） 
臨床心理学特論（’02） 

情報化社会研究（’02） 
生命環境科学Ⅱ（’02） 
法システムⅢ（’02） 
学校臨床社会学（’03） 
臨床心理面接特論（’02） 

地域文化研究Ⅰ（’02） 
生活科学Ⅰ（’02） 
技術社会関係論（’04） 
道徳性形成論（’03） 
心理学研究法特論（’02） 
〔技術社会関係論（’02）〕 

国際社会研究Ⅱ（’02） 
地方自治政策Ⅱ（’04） 
環境工学（’03） 
教授・学習過程論（’02） 
〔地方自治政策Ⅱ（’02）〕 

地域文化研究Ⅱ（’02） 
生活科学Ⅱ（’02） 
環境マネジメント（’02） 
発達心理学（’02） 

地域文化研究Ⅲ（’02） 
健康科学（’02） 
都市計画論（’02） 
学校臨床心理学（’02） 

日本文化研究（’02） 
経営システムⅠ（’02） 
教育文化論（’02） 
社会心理学特論（’02） 

文化人類学研究（’02） 
経済政策Ⅰ（’02） 
学校システム論（’02） 
精神医学（’02） 

国際関係論（’02） 
経済政策Ⅱ（’02） 
教育課程編成論（’02） 
認知行動科学（’02） 

国際社会研究Ⅰ（’02） 
物質環境科学Ⅱ（’03） 
地方自治政策Ⅰ（’02） 
認知過程研究（’02） 

数理システム科学（’02） 
芸術文化政策Ⅰ（’02） 
現代身体教育論（’02） 
コミュニティ・アプローチ特論（’03） 

平成17年1月30日 （日） 平成17年2月1日 （火） 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

9:15 
 

10:05

10:25 
 

11:15

11:35 
 

12:25

13:15 
 

14:05

14:25 
 

15:15

15:35 
 

16:25

16:45 
 

17:35

17:55 
 

18:45

国際関係論（’02） 
経済政策Ⅱ（’02） 
教育課程編成論（’02） 
認知行動科学（’02） 

国際社会研究Ⅰ（’02） 
物質環境科学Ⅱ（’03） 
地方自治政策Ⅰ（’02） 
認知過程研究（’02） 

国際社会研究Ⅱ（’02） 
地方自治政策Ⅱ（’04） 
環境工学（’03） 
教授・学習過程論（’02） 

数理システム科学（’02）  
芸術文化政策Ⅰ（’02） 
現代身体教育論（’02） 
コミュニティ・アプローチ特論（’03） 

地域文化研究Ⅲ（’02） 
健康科学（’02） 
都市計画論（’02） 
学校臨床心理学（’02） 

日本文化研究（’02） 
経営システムⅠ（’02） 
教育文化論（’02） 
社会心理学特論（’02） 

比較文化研究（’02） 
経営システムⅡ（’02） 
教育経営論（’04） 
家族心理学特論（’02） 

文化人類学研究（’02） 
経済政策Ⅰ（’02） 
学校システム論（’02） 
精神医学（’02）　　　　　 

表象文化研究（’02） 
生命環境科学Ⅰ（’02） 
法システムⅡ（’02） 
臨床心理学特論（’02） 

情報化社会研究（’02） 
生命環境科学Ⅱ（’02） 
法システムⅢ（’02） 
学校臨床社会学（’03） 
臨床心理面接特論（’02） 

地域文化研究Ⅰ（’02） 
生活科学Ⅰ（’02） 
技術社会関係論（’04） 
道徳性形成論（’03） 
心理学研究法特論（’02） 

地域文化研究Ⅱ（’02） 
生活科学Ⅱ（’02） 
環境マネジメント（’02） 
発達心理学（’02） 

総合情報学（’02） 
情報システム科学（’02） 
芸術文化政策Ⅱ（’02） 
生涯学習論（’02） 

総合人間学（’02） 
複雑システム科学（’02） 
福祉政策Ⅰ（’02） 
情報教育論（’02） 

言語文化研究Ⅰ（’02） 
地球環境科学（’02） 
福祉政策Ⅱ（’02） 
才能教育論（’02） 

言語文化研究Ⅱ（’02） 
物質環境科学Ⅰ（’02） 
法システムⅠ（’02） 
逸脱行動論（’02）　 

比較文化研究（’02） 
経営システムⅡ（’02） 
教育経営論（’04） 
家族心理学特論（’02） 
〔教育経営論（’02）〕 

（注）〔　〕の科目は、平成15年度末で閉講される科目で、再試験者を対象とし第１学期のみ実施します。 

平成16年度大学院単位認定試験時間割
（第1学期） （第2学期）

専修免許状取得を希望している現職教員の方等へ
平成15年度認定分において、経験年数による修得単位の逓減措置は終了いたします。
ご自身の取得しようとする専修免許状の種類と、現在履修している科目が対応しているかもう一度確認して下さい。
また、修得すべき単位等の条件は各都道府県教育委員会により異なる場合がありますので、ご自身で必ず確認をしていただく必要があります。
対応科目は、本学作成の冊子「教員免許状及び各種資格について」及び「平成16年度第１学期学生募集要項［修士科目生］」に同封の「放送大学大
学院を利用した専修免許状の取得」で確認できるほか、本学のホームページでも確認できます。

<専修免許状取得までの流れ>

申請する教育委員会へ
事前確認

放送大学へ出願・科目登録 通信指導・単位認定試験に
合格

必要単位修得

▲ ▲

▲

▲

各教育委員会が行う教育職員検定へ
申請（本人が行う）専修免許状交付 ▲

学部単位認定試験時間割



平成17年　1月23日（日） 平成17年　1月25日（火） 平成17年　1月26日（水） 平成17年　1月27日（木） 1月24日（月） 平成17年　1月28日（金） 平成17年　1月29日（土） 
社会福祉入門（’04） 
物質の科学と先端技術（’04） 
社会保険と市民生活（’04） 
人間と自然（’03） 
データの科学（’01） 

日米欧の企業経営（’01） 
がんの健康科学（’01） 
変動する社会と暮らし（’02） 
アグリビジネス（’02） 
幾何入門（’04） 
植物の生理（’04） 

比較技術の文明論（’02） 
アジアの風土と服飾文化（’04） 
社会福祉の国際比較（’02） 
バイオテクノロジー（’01） 
物質の科学・有機構造解析（’03） 
細胞生物学（’03） 

英語Ⅵ（’03） 
フランス語Ⅰ（’02） 
中国語Ⅱ（’01） 
スペイン語Ⅱ（’03） 
日本語Ⅰ（’02）―外国語としての― 
基礎看護学（’04） 

英語Ⅳ（’03） 
ドイツ語Ⅱ（’02） 
フランス語Ⅱ（’02） 
ロシア語Ⅰ（’01） 
韓国語Ⅰ（’02） 
日本語Ⅱ（’03）―外国語としての― 
保健体育（’01） 
在宅看護論（’04） 

生物学の歴史（’01） 
現代社会におけるライフコース（’03） 
患者からみた医療（’03） 
経営工学総論（’04） 
流体的地球像（’03） 

物理の世界（’03） 
世界の食糧問題とフードシステム（’03） 
簿記入門（’02） 
都市システム工学（’03） 
多変数の微積分（’03） 
光と電磁場（’01） 

確率と統計（’01） 
都市と人間（’03） 
生活の経営（’01） 
企業ファイナンス入門（’04） 
宇宙の進化（’01） 
動物の行動と生態（’04） 

数学の歴史（’03） 
科学の思想と論理（’01） 
中小企業の挑戦（’03） 
感染症と生体防御（’04） 
ベンチャー企業論（’01） 
現象の数理（’03） 
日本列島の地球科学（’03） 

食品の成分と機能（’03） 
身体福祉論（’03） 
公的扶助（’02） 
線型代数学（’04） 
物性物理学入門（’04） 
宇宙の観測（’01） 

初等微分積分学（’02） 
現代科学と医療（’04） 
障害者福祉（’01） 
建築意匠論（’04） 
運動と力（’01） 
分子生物学（’01） 

線型代数入門（’03） 
物質の世界－化学入門（’02） 
現代社会とスポーツ（’01） 
衣生活の科学（’02） 
経営学（’03） 
管理会計（’03） 

人体の構造と機能（’01） 
計算科学（’03） 
地域福祉論（’03） 

疾病の成立と回復促進（’01） 
若者の科学離れを考える（’04） 
技術の分析と創造（’02） 
ネットワーク産業論（’04） 
天体物理学入門（’03） 

看護学概説（’01） 
高齢者福祉論（’03） 
イノベーション経営（’01） 
数学とコンピュータ（’03） 
物質の科学・反応と物性（’04） 

基礎生物学（’03） 
使える数理リテラシー（’03） 
母子の健康科学（’00） 
現代産業組織論（’01） 
エネルギー工学と社会（’03） 
微生物機能に学ぶ化学（’01） 

持続可能な消費と生活者（’03） 
科学・技術と社会（’03） 
日本法文化の形成（’03） 
食品の安全性を考える（’04） 
住計画論（’02） 
情報産業論（’04） 
物質の科学・有機高分子（02） 

ゲノム生物学（’03） 
家族のストレスとサポート（’04） 
光電子技術とIT社会（’04） 
数学基礎論（’03） 
エネルギーと熱（’03） 
多様性の生物学（’03） 

次世代育成を考える（’03） 
技術者倫理（’04） 
集団と環境の生物学（’03） 
国際共生と健康（’04） 
人工物と設計（’04） 
カオス学入門（’01） 

問題解決の発想と表現（’04） 
住まいの構造・構法（’04） 
児童家庭福祉（’03） 
材料工学と社会（’01） 
複素数と関数（’04） 
相対論（’04） 

変化する地球環境（’04） 
実験科学の方法（’02） 
生活の経済（’04） 
公衆衛生（’01） 
情報工学と社会（’01） 
マスメディア論（’03） 
物質の科学・量子化学（’03） 

宇宙とその歴史（’04） 
東アジア・東南アジアの住文化（’03） 
リハビリテーション（’03） 
産業と労使（’03） 
持続的発展と国際協力（’03） 
量子力学（’01） 

宇宙像の変遷と科学（’04） 
脳の健康科学（’02） 
会計学（’04） 
計算力学（’04） 

家族論（’01） 
日本の食文化（’04） 
マーケティング論（’04） 

近代日本における外国文学の受容（’03） 
心理学研究法（’03） 
教育社会学（’03） 
現代日本の政治（’03） 
近代の日本文学（’01） 
芸術・文化・社会（’03） 
自然と文化の記号論（’02） 

歴史学の現在（’01） 
法の世界（’04） 
心の健康と病理（’04） 
国際政治（’04） 
ギリシャ哲学（’03） 
韓国朝鮮の歴史と社会（’04） 

哲学入門（’04） 
教育の哲学（’03） 
子どもと若者の文化（’01） 
教育評価（’03） 
商法（’03） 
紛争の社会学（’04） 
西洋音楽の歴史（’01） 
ドイツ文学（’03） 

経済学入門（’04） 
生徒指導（’03） 
児童の臨床心理（’03） 
日本政治史 ―20世紀の日本政治（’03） 
コミュニティ論（’02） 
日本文学における住まい（’04） 
フランス文学（’03） 

政治学入門（’03） 
労働と生活の心理学（’01） 
経済学史入門（’01） 
現代の哲学（’01） 
日本の散文 ―古典編（’03） 
東南アジアの歴史（’02） 
芸術の理論と歴史（’02） 

生涯発達心理学（’02） 
欧米経済史（’04） 
フィールド社会心理学（’04） 
朱子学と陽明学（’04） 
中世日本の歴史（’03） 
現代における伝統演劇（’02） 

表象としての日本（’04） 
知覚心理学（’01） 
教育の社会文化史（’04） 
幼児の教育と保育（’04） 
産業社会と消費社会の現代（’03） 
近世の日本文学（’03） 
近世日本の歴史（’03） 

世界の産業再編成（’04） 
臨床心理学概説（’03） 
刑法（’01） 
上代の日本文学（’04） 
古代地中海世界の歴史（’04） 

心の科学（’04） 
国文学入門（’04） 
学習科学（’04） 
現代経済学（’01） 
都市社会の人間関係（’04） 
書誌学（’03） 
アメリカの歴史（’04） 

アーツ・マネジメント（’02） 
人格心理学（’04） 
ヨーロッパ政治史（’01） 
現象学の基礎（’04） 
日本語の歴史（’01） 
考古学と歴史（’04） 

岐路に立つ大学（’04） 
心理学初歩（’02） 
国際関係法（’02） 
西洋政治思想史（’01） 
近代日本と国際社会（’04） 

感情と認知（’03） 
紛争と民法（’02） 
第三世界の政治（’01） 
仏教思想（’01） 
平安朝の文学（’01） 
博物館資料論（’04） 

統計学入門（’04） 
老年期の心理と病理（’02） 
環境社会学（’03） 
古代日本の歴史（’01） 
博物館経営・情報論（’04） 
イギリス文学（’03） 

カウンセリング概説（’01） 
経済法（’04） 
現代東アジアの政治（’04） 
ヨーロッパの歴史（’01） 
応用音楽学と民族音楽学（’04） 

人文地理学（’04） 
近代の教育思想（’03） 
心理臨床の世界（’03） 
ヘーゲルを読む（’03） 
中世日本の物語と絵画（’04） 

教育心理学通論（’01） 
乳幼児心理学（’02） 
雇用・福祉・家族と法（’03） 
メディア論（’01） 
中央アジアの歴史・社会・文化（’04） 
文化人類学（’04） 

国語学概論（’02） 
国際化と教育（’03） 
ユング心理学（’03） 
発達障害児の心と行動（’02） 
金融論（’04） 
日本経済史（’03） 
ヨーロッパと近代世界（’01） 

倫理思想の源流（’01） 
比較教育制度論（’03） 
障害児教育指導法（’02） 
現代の社会心理学（’04） 
市民生活と行政法（’02） 
国際経済学（’01） 

人間科学の可能性（’03） 
現代アメリカ思想（’01） 
障害児教育論（’02） 
現代行政分析（’04） 
ジェンダーの社会学（’03） 
ドイツ観念論への招待（’03） 

英語Ⅱ（’03） 
英語Ⅲ（’02） 
英語Ⅴ（’01） 
ドイツ語Ⅰ（’02） 
フランス語Ⅲ（’02） 
中国語Ⅰ（’01） 
韓国語Ⅱ（’02） 

英語Ⅰ（’01） 
ドイツ語Ⅲ（’02） 
中国語Ⅲ（’04） 
ロシア語Ⅱ（’01） 
スペイン語Ⅰ（’03） 

社会調査の基礎（’01） 
生涯学習と自己実現（’02） 
日本政治思想史（’01） 
自己を見つめる（’02） 
ドイツの言語文化（’02） 

近代哲学の射程（’03） 
社会学入門（’01） 
家庭・学校と地域社会（’04） 
学習科学とテクノロジ（’03） 
裁判の法と手続（’04） 
中国明清時代の文学（’01） 
東アジアの中の中国史（’03） 
フランスの言語文化（’02） 

教育の方法（’04） 
近代詩歌の歴史（’04） 
立憲主義と日本国憲法（’01） 
現代社会と著作権（’02） 
比較政治学（’04） 
科学の哲学（’04） 
博物館概論（’03） 
中国の言語文化（’02） 
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政治学入門（’03） 
労働と生活の心理学（’01） 
経済学史入門（’01） 
現代の哲学（’01） 
日本の散文 ―古典編（’03） 
東南アジアの歴史（’02） 
芸術の理論と歴史（’02） 

生涯発達心理学（’02） 
欧米経済史（’04） 
フィールド社会心理学（’04） 
朱子学と陽明学（’04） 
中世日本の歴史（’03） 
現代における伝統演劇（’02） 
〔日本の法システム（’00）〕 
〔欧米経済史（’99）〕 
〔宗教の哲学（’00）〕 

表象としての日本（’04） 
知覚心理学（’01） 
教育の社会文化史（’04） 
幼児の教育と保育（’04） 
産業社会と消費社会の現代（’03） 
近世の日本文学（’03） 
近世日本の歴史（’03） 
〔舞台芸術の現在（’00）〕 
〔経済法（’00）〕 
〔イメージの歴史（’00）〕 

英語Ⅱ（’03） 
英語Ⅲ（’02） 
英語Ⅴ（’01） 
ドイツ語Ⅰ（’02） 
フランス語Ⅲ（’02） 
中国語Ⅰ（’01） 
韓国語Ⅱ（’02） 

英語Ⅳ（’03） 
ドイツ語Ⅱ（’02） 
フランス語Ⅱ（’02） 
ロシア語Ⅰ（’01） 
韓国語Ⅰ（’02） 
日本語Ⅱ（’03）―外国語としての― 
保健体育（’01） 
〔中国語Ⅲ（’00）〕 

歴史学の現在（’01） 
法の世界（’04） 
国際政治（’04） 
心の健康と病理（’04） 
ギリシャ哲学（’03） 
韓国朝鮮の歴史と社会（’04） 
〔法学入門（’00）〕 
〔発達と学習（’00）〕 
〔国際政治（’00）〕 
〔応用音楽学（’00）〕 
〔ギリシャ・ローマ文学（’00）〕 

哲学入門（’04） 
教育の哲学（’03） 
子どもと若者の文化（’01） 
教育評価（’03） 
商法（’03） 
紛争の社会学（’04） 
西洋音楽の歴史（’01） 
ドイツ文学（’03） 
〔現代人のための哲学（’00）〕 

経済学入門（’04） 
生徒指導（’03） 
児童の臨床心理（’03） 
日本政治史 ―20世紀の日本政治（’03） 
コミュニティ論（’02） 
日本文学における住まい（’04） 
フランス文学（’03） 
〔経済学入門（’00）〕 
〔日本音楽の基礎概念（’00）〕 

統計学入門（’04） 
老年期の心理と病理（’02） 
環境社会学（’03） 
古代日本の歴史（’01） 
博物館経営・情報論（’04） 
イギリス文学（’03） 

カウンセリング概説（’01） 
経済法（’04） 
現代東アジアの政治（’04） 
ヨーロッパの歴史（’01） 
応用音楽学と民族音楽学（’04） 
〔近代詩歌の歴史（’99）〕 

人文地理学（’04） 
近代の教育思想（’03） 
心理臨床の世界（’03） 
ヘーゲルを読む（’03） 
中世日本の物語と絵画（’04） 
〔国文学入門（’00）〕 
〔共生の時代を生きる（’00）〕 

教育心理学通論（’01） 
乳幼児心理学（’02） 
雇用・福祉・家族と法（’03） 
メディア論（’01） 
文化人類学（’04） 
〔古典古代の歴史（’00）〕 
〔博物館資料論（’00）〕 

心の科学（’04） 
国文学入門（’04） 
学習科学（’04） 
現代経済学（’01） 
都市社会の人間関係（’04） 
書誌学（’03） 
アメリカの歴史（’04） 
〔認知科学（’00）〕 
〔教育の方法（’99）〕 
〔現代精神分析学（’00）〕 
〔都市社会の人間関係（’00）〕 
〔19世紀日本の歴史（’00）〕 

アーツ・マネジメント（’02） 
人格心理学（’04） 
ヨーロッパ政治史（’01） 
現象学の基礎（’04） 
日本語の歴史（’01） 
考古学と歴史（’04） 
〔教育の政治経済学（’00）〕 
〔人格心理学（’00）〕 

心理学初歩（’02） 
岐路に立つ大学（’04） 
国際関係法（’02） 
西洋政治思想史（’01） 
近代日本と国際社会（’04） 
〔現象学入門（’00）〕 
〔中世日本文学の風景（’00）〕 

感情と認知（’03） 
紛争と民法（’02） 
第三世界の政治（’01） 
仏教思想（’01） 
平安朝の文学（’01） 
博物館資料論（’04） 
〔文化人類学（’00）〕 

社会調査の基礎（’01） 
生涯学習と自己実現（’02） 
日本政治思想史（’01） 
自己を見つめる（’02） 
ドイツの言語文化（’02） 

近代哲学の射程（’03） 
社会学入門（’01） 
家庭・学校と地域社会（’04） 
学習科学とテクノロジ（’03） 
裁判の法と手続（’04） 
中国明清時代の文学（’01） 
東アジアの中の中国史（’03） 
フランスの言語文化（’02） 
〔家庭・学校と地域社会（’00）〕 
〔現代の行政（’00）〕 

教育の方法（’04） 
近代詩歌の歴史（’04） 
立憲主義と日本国憲法（’01） 
現代社会と著作権（’02） 
比較政治学（’04） 
科学の哲学（’04） 
博物館概論（’03） 
中国の言語文化（’02） 
〔教育の歴史（’00）〕 
〔教育の中の言葉（’99）〕 
〔比較政治学（’00）〕 
〔老荘思想（’00）〕 

世界の産業再編成（’04） 
臨床心理学概説（’03） 
刑法（’01） 
上代の日本文学（’04） 
古代地中海世界の歴史（’04） 
〔現代生活論（’00）〕 
〔上代の日本文学（’00）〕 
〔南アジアの文化を学ぶ（’00）〕 

近代日本における外国文学の受容（’0
心理学研究法（’03） 
教育社会学（’03） 
現代日本の政治（’03） 
近代の日本文学（’01） 
芸術・文化・社会（’03） 
自然と文化の記号論（’02） 
〔アメリカの歴史（’00）〕 

国語学概論（’02） 
国際化と教育（’03） 
ユング心理学（’03） 
発達障害児の心と行動（’02） 
金融論（’04） 
日本経済史（’03） 
ヨーロッパと近代世界（’01） 
〔財政学（’00）〕 
〔博物館経営・情報論（’00）〕 

倫理思想の源流（’01） 
比較教育制度論（’03） 
障害児教育指導法（’02） 
現代の社会心理学（’04） 
市民生活と行政法（’02） 
国際経済学（’01） 
〔学習の心理学（’00）〕 
〔朝鮮の歴史と社会（’00）〕 

人間科学の可能性（’03） 
現代アメリカ思想（’01） 
障害児教育論（’02） 
現代行政分析（’04） 
ジェンダーの社会学（’03） 
ドイツ観念論への招待（’03） 
〔法と裁判（’00）〕 

（注）〔　〕の科目は、平成15年度末で閉講される科目で、再試験者を対象とし第１学期のみ実施します。 

7月26日（月） 平成16年　7月25日（日） 平成16年　7月27日（火） 平成16年　7月28日（水） 
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平成16年度第1学期 平成16年度学部開設改訂科目一覧
区 分  
専 攻 等  

科 目 名  
単
位
数 

メ
デ
ィ
ア 

主 任 講 師  現 職 等  

基
幹
科
目 

表象としての日本（’04） 
―西洋人の見た日本文化― 

 
2

山内久明 
柏倉康夫 
阿部　齊 

世界の産業再編成（’04） 2 森谷正規 放送大学教授 

放送大学教授 
放送大学教授 
放送大学教授 

 

 
 

教育の方法（’04） 2

 
TV

若者の科学離れを考える 
（’04） 

 
2

岩村　秀 
中島尚正 
波多野誼余夫 

放送大学教授 
放送大学教授 
放送大学教授 

 
 

 
TV

TV

TV 否 佐藤　学 東京大学大学院教授 教育の方法（’99） 

心の科学（’04） 2 TV  西川泰夫 
波多野誼余夫 

放送大学教授 
放送大学教授 認知科学（’00） 

哲学入門（’04） 2 R  柏原啓一 放送大学教授 現代人のための哲学（’00） 

国文学入門（’04） 2 R  野山嘉正 
林　達也 

放送大学教授 
駒澤大学教授 国文学入門（’00） 

近代詩歌の歴史（’04） 2 R  野山嘉正 放送大学教授 近代詩歌の歴史（’99） 

人文地理学（’04） 2 TV  小林　茂 
杉浦芳夫 

大阪大学大学院教授 
東京都立大学大学院教授 共生の時代を生きる（’00） 

統計学入門（’04） 2 R  盛山和夫 東京大学大学院教授  

法の世界（’04） 2 R  六本佳平 放送大学教授 法学入門（’00） 

経済学入門（’04） 2 R 否 林　敏彦 放送大学教授 経済学入門（’00） 

問題解決の発想と表現 
（’04） 

 
2

 
TV

 
 

東　千秋 
柴山盛生 
遠山紘司 

放送大学助教授 
国立情報学研究所助教授 
神奈川工科大学教授 

 
情報基礎管理学（’00） 

技術者倫理（’04） 2 TV  札野　順 金沢工業大学教授 科学と技術の歴史（’99） 

 
社会福祉入門（’04） 

 
2

 
TV

 
否 

岡本民夫 
永岡正己 
奈倉道隆 

同志社大学教授 
梅花女子大学教授 
東海学園大学教授 

 
社会福祉入門（’00） 

物質の科学と先端技術 
（’04） 

 
2

 
TV

 
 

岩村　秀 
東　千秋 
飯田　汎 

放送大学教授 
放送大学助教授 
東レ経営研究所特別研究員 

 
現代生物科学（’00） 

変化する地球環境（’04） 2 TV  木村龍治 東京大学名誉教授 地球とその歴史（’00） 

宇宙とその歴史（’04） 2 TV 否 杉本大一郎 
吉岡一男 

放送大学教授 
放送大学助教授 宇宙とその歴史（’00） 

宇宙像の変遷と科学（’04） 2 TV  二間瀬敏史 
中村　士 

東北大学大学院教授 
国立天文台助教授 宇宙像の変遷と人間（’00） 

中国語Ⅲ（’04） 2 R  伊藤徳也 東京大学大学院助教授 中国語Ⅲ（’00） 

一
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文
系 

社
会
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然
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通
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目 

主
題
科
目 

外
国
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産
業
と
技
術 

人
間
の
探
究 

マーケティング論（’04） 2 R 否 恩藏直人 早稲田大学教授 マーケティング論（’99） 

経営工学総論（’04） 2 R 否 辻　正重 青山学院大学教授 経営工学総論（’00） 

会計学（’04） 2 TV  三代澤経人 立命館大学教授 社会の中の会計（’00） 

企業ファイナンス入門（’04） 2 R  菊井�昭 
宮本順二朗 

上智大学教授 
帝塚山大学教授 現代ファイナンス入門（’00） 

情報産業論（’04） 2 R 否 西村吉雄 大阪大学特任教授 情報産業論（’00） 

ネットワーク産業論（’04） 2 R  直江重彦 中央大学教授 ネットワーク産業論（’00） 

建築意匠論（’04） 2 TV  香山壽夫 放送大学教授 都市と生活空間の工学（’00） 

光電子技術とIT社会（’04） 2 TV 否 西原　浩 放送大学教授 電子技術と社会（’00） 

自
然
の
理
解 

（注）１．「メディア」欄のTVはテレビ、Rはラジオです。 
 ２．「現職等」は、平成15年10月現在のものです。 
 ３．「平成15年度限り閉講科目」及び以下の科目は、平成15年度限りで閉講となります。 
 
 
 ４．「再履修」欄が「否」の開設改訂科目については、対応する「平成15年度限り閉講科目」の単位修得者は履修できません。 

現代生活論（’00）、舞台芸術の現在（’00）、日本の法システム（’00）、財政学（’00）、環境アセスメント（’00）、プログラミ
ング入門（’00）、日本音楽の基礎概念（’00）、ギリシャ・ローマ文学（’00）、光と物質（’00）、現代モード論（’00） 

人工物と設計（’04） 2 TV 否 中島尚正 放送大学教授 設計学（’00） 

計算力学（’04） 2 TV  矢川元基 東京大学大学院教授 産業人間工学（’00） 

現象学の基礎（’04） 2 R  千田義光 國學院大学教授 現象学入門（’00） 

科学の哲学（’04） 2 R  野家啓一 東北大学大学院教授 宗教の哲学（’00） 

朱子学と陽明学（’04） 2 R  小島　毅 東京大学大学院助教授 老荘思想（’00） 

上代の日本文学（’04） 2 R 否 多田一臣 東京大学大学院教授 上代の日本文学（’00） 

日本文学における住まい（’04） 2 R  島内裕子 放送大学助教授 中世日本文学の風景（’00） 

近代日本と国際社会（’04） 2 R  小風秀雅 お茶の水女子大学教授 １9世紀日本の歴史（’00） 

韓国朝鮮の歴史と社会（’04） 2 TV  吉田光男 東京大学大学院教授 朝鮮の歴史と社会（’00） 

中央アジアの歴史・社会・ 
文化（’04） 2 R  間野英二 

堀川　徹 
京都大学名誉教授 
京都外国語大学教授 

南アジアの文化を学ぶ（’00） 
（第2学期開講科目） 

古代地中海世界の歴史 
（’04） 2 TV  本村凌二 

中村るい 
東京大学大学院教授 
大妻女子大学非常勤講師 古典古代の歴史（’00） 

アメリカの歴史（’04） 2 TV  油井大三郎 東京大学大学院教授 アメリカの歴史（’00） 

中世日本の物語と絵画 
（’04） 2 TV  佐野みどり 

並木誠士 
学習院大学教授 
京都工芸繊維大学教授 イメージの歴史（’00） 

応用音楽学と民族音楽学（’04） 2 R  山口　修 大阪大学名誉教授 応用音楽学（’00） 

文化人類学（’04） 2 TV  江渕一公 
松園万亀雄 

放送大学教授 
国立民族学博物館館長 文化人類学（’00） 

博物館資料論（’04） 2 TV 否 石森秀三 国立民族学博物館教授 博物館資料論（’00） 

博物館経営・情報論（’04） 2 R 否 石森秀三 国立民族学博物館教授 博物館経営・情報論（’00） 

考古学と歴史（’04） 2 TV  白石太一郎 国立歴史民俗博物館教授  

線型代数学（’04） 2 TV 否 長岡亮介 放送大学教授 線型代数Ⅱ（’00） 

相対論（’04） 2 R 否 岡村　浩 工学院大学教授 相対論（’99） 

物質の科学・反応と物性 
（’04） 2 TV 否 岩村　秀 

梶本興亜 
放送大学教授 
京都大学大学院教授 

物質の科学・反応と物性 
（99） 

複素数と関数（’04） 2 R  熊原啓作 放送大学教授 解析学（’00） 

幾何入門（’04） 2 R  砂田 利一 明治大学教授 統計の考え方（’00） 

物性物理学入門（’04） 2 TV 否 藤原毅夫 東京大学大学院教授 物性物理学入門（’00） 

植物の生理（’04） 2 TV 否 庄野邦彦 
菊山宗弘 

日本女子大学教授 
新潟大学教授 植物の生理（’00） 

動物の行動と生態（’04） 2 TV  長谷川眞理子 早稲田大学教授 動物の行動と社会（’00） 

再履修 
平成15年度限り  
閉　講　科　目  
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専
　
　
門
　
　
科
　
　
目 

アジアの風土と服飾文化 
（’04） 2 TV  道明三保子 

田村照子 
文化女子大学教授 
文化女子大学教授 着ごこちの追究（’99） 

家族のストレスとサポート（’04） 2 R 否 石原邦雄 東京都立大学教授 家族と生活ストレス（’00） 

生活の経済（’04） 2 R  重川純子 埼玉大学助教授 生活者の経済（’00） 

日本の食文化（’04） 2 TV  原田信男 国士舘大学教授 食物とからだ（’00） 

食品の安全性を考える 
（’04） 2 R  嘉田良平 農林水産省農林水産政策 

研究所政策研究調整官 
食生活をめぐる諸問題 
（’00） 

住まいの構造・構法（’04） 2 TV  深尾精一 東京都立大学大学院教授  

 
感染症と生体防御（’04） 

 
2

 
TV

 
 

笹月健彦 
岩本愛吉 
近藤喜代太郎 

国立国際医療センター研究所長 
東京大学大学院教授 
北海道大学名誉教授 

 
循環器科学（’00） 

現代科学と医療（’04） 2 R  佐藤健次 
大久保善朗 

東京医科歯科大学大学院教授 
日本医科大学教授 薬の歴史・開発・使用（’00） 

国際共生と健康（’04） 2 R  新福尚隆 
近藤喜代太郎 

神戸大学教授 
北海道大学名誉教授 高齢者の心と身体（’00） 

社会保険と市民生活 
（’04） 2 R  久塚純一 

大曽根寛 
早稲田大学教授 
放送大学教授 年金・医療保険論（’00） 

基礎看護学（’04） 2 TV  佐藤禮子 
三上れつ 

千葉大学教授 
慶應義塾大学教授 （第２学期開講科目） 

在宅看護論（’04） 2 TV  川村佐和子 東京都立保健科学大学教授 （第２学期開講科目） 

教育の社会文化史（’04） 2 TV  辻本雅史 京都大学大学院教授 教育の歴史（’00） 

岐路に立つ大学（’04） 2 TV  　　　昭 
岩永雅也 

大学評価・学位授与機構教授 
放送大学教授 教育の政治経済学（’00） 

家庭・学校と地域社会（’04） 2 TV 否 岡崎友典 放送大学助教授 家庭・学校と地域社会（’00） 

 
学習科学（’04） 

 
2

 
TV

 
 

波多野誼余夫 
大浦容子 
大島　純 

放送大学教授 
新潟大学教授 
静岡大学助教授 

 
学習の心理学（’00） 

現代の社会心理学（’04） 2 R  亀田達也 
村田光二 

北海道大学大学院教授 
一橋大学大学院教授 発達と学習（’00） 

人格心理学（’04） 2 TV 否 榎本博明 
桑原知子 

名城大学教授 
京都大学大学院助教授 人格心理学（’00） 

心の健康と病理（’04） 2 R  馬場謙一 放送大学教授 現代精神分析学（’00） 

幼児の教育と保育（’04） 2 R  林信二郎 
岡崎友典 

埼玉大学教授 
放送大学助教授 教育の中の言葉（’99） 

紛争の社会学（’04） 2 R  長谷川公一 東北大学大学院教授  

欧米経済史（’04） 2 R 否 藤瀬浩司 愛知淑徳大学教授 欧米経済史（’99） 

経済法（’04） 2 TV  厚谷襄児 北海道大学名誉教授 経済法（’00） 

裁判の法と手続（’04） 2 TV  酒巻　匡 
山本和彦 

上智大学教授 
一橋大学大学院教授 法と裁判（’00） 

フィールド社会心理学（’04） 2 R  大橋英寿 放送大学教授  

現代行政分析（’04） 2 R  真渕　勝 京都大学大学院教授 現代の行政（’00） 

国際政治（’04） 2 TV 否 高橋和夫 放送大学助教授 国際政治（’00） 

比較政治学（’04） 2 R 否 眞柄秀子 
井戸正伸 

早稲田大学教授 
駒澤大学教授 比較政治学（’00） 

金融論（’04） 2 TV  岩田規久男 学習院大学教授  

都市社会の人間関係（’04） 2 R 否 森岡清志 東京都立大学教授 都市社会の人間関係（’00） 

 
現代東アジアの政治（’04） 

 
2

 
R

 山田辰雄 
小島朋之 
小此木政夫 

放送大学教授 
慶應義塾大学教授 
慶應義塾大学教授 
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変化する地球環境（’04）

講義の特色は、地球科学を一人
の講師が担当することであろう。
そうすることによって、個人の自
然観を語ることができるのではな
いかと思ったからである。このよ
うな話は、講師のバックグラウン
ドが深く関係せざるを得ない。
私は、東大の地球物理学科を卒
業した後、東大海洋研究所に就職
し、そこで36年間研究生活を送
った後、平成15年に定年退官し
た。地球物理学科では、地球内部
の構造から地震・火山の仕組み、
大気・海洋など、主に、地球の物
理的な側面を学んだ。大学院では
気象学を専攻し、海洋研究所では
海洋物理学を勉強した。海洋研究

所には、海洋生物学、海洋化学、
海底科学などの研究者がおり、異
なる専門領域の専門家と親しく話
し合う機会をもった。海洋は、地
球の自然の縮図のようなものであ
る。その結果、ある種の自然観が
私の内部に構築された。
今回、「変化する地球環境」と
いう題目の講義を依頼されたと
き、単に、最近の環境問題を語る
だけではなく、環境問題を自分で
考える基礎体力になるような講義
をしたいと考えた。それは、地球
の自然全体について語ることに他
ならない。高校地学は、天文・気
象・海洋・固体地球・地球の歴史
など、異なる専門領域の集合で構

成されており、教科書を書く場合
は、それぞれの専門家が分担執筆
する。高校レベルでは、ひとりの
教師が地学全体を教えることが普
通であるが、本講義は、大学レベ
ルの地学をひとりで担当する、と
いうわけである。

東京大学名誉教授　木村龍治

表象としての日本（’04）

日本の近代が仮に1853年のペ
リー来航をもって始まるとすれ
ば、このときから日本は、急激な
社会構造の変化に対応するため
に、多くの外国人を雇い入れ、彼
らの力を借りて近代化を懸命に進
めた。そして日本とその文化は、
外国の人々にとっても強い興味の
対象となった。
こうした欧米の関心は大きく三
つに分けることができる。まず幕
末から明治にかけては、西洋人が
自分たちのために日本のことを語
り伝えた時期があり、次いでそれ
らを基礎に西洋人が自らの文化と
対比しながら、日本の文化を読み
解こうとした時代がくる。そして
第二次大戦をはさんで、日本人自

身が西洋人の眼差しに映った日本
の姿に興味をもち、自らのアイデ
ンティティを考える座標の一つに
しようとした。
これら三つの時期の日本観形成
に大きく寄与した人たち、イギリ
スの外交官アーネスト・サトウや
フランスの外交官で詩人のポー
ル・クローデル、文学者のアーサ

ー・ウェイリー、ラフカディオ・
ハーン、ロラン・バルト、そして
日本建築の美を発見したブルー
ノ・タウト、アメリカの日本研究
者たち、さらには万国博覧会など
の機会に海外で紹介された貞奴や
花子の舞踊や音楽を通して、西洋
がどのような日本を表象していっ
たかを検証する。

人間の探究　教授　山内久明
産業と技術　教授　柏倉康夫
社会と経済　教授　阿部 齊

阿部教授

放送大学愛

媛学習センタ

ーは平成７年

４月に、愛媛

大学附属図書

館の一部を借

用して発足し

ました。以来、

着実な歩みを続け、最初は281名であった学生数は

本年前学期には1,204名に増加し、卒業生数も113名

となりました。当然ながら、最初は特に問題のなか

ったセンターのスペースも次第に手狭になって来て

おりましたが、この度、同じ愛媛大学キャンパス内

に、従来の約４倍の広さに相当する1,378gの新学

舎が完成し、９月10日に移転を完了して開所しまし

た。

この愛媛学習センターの新学舎は、愛媛大学総合

情報メディアセンターとの合築によるもので、新た

に増築された４階建部分の３、４階を占めています。

３階には視聴学習・図書室、パソコン20台を備えた

実習室、学生交流スペース、事務室、客員教授室等

が、いずれもゆとりのある広さで設置されています。

４つの講義室（このうち３つを合同すると、約140

名を収容出来ます）、会議室、多目的室に加えて、城

山と松山城の眺望が美しく開けるコミュニティスペ

ース等があります。講義室には十分な広さがあるた

め、面接授業の定員を余裕をもって設定できるよう

になりました。内部がこのように立派に整備されて

いる一方、学習センターが置かれている位置もまた

すばらしい環境の中にあります。愛媛大学キャンパ

スは松山市の文教地区にあり、周りには松山大学を

はじめ高等学校、中学校、放送局（南海放送）等が

あります。緑に囲まれた静かなこの場所は、落ち着

いた学習に適しています。さらにここは市の中心地

域に近く、電車の停留所もすぐそばにあり、学生の

皆さんが通い易い便利な場所ともなっています。

この恵まれた状況の中にあって、愛媛学習センタ

ーの更なる発展が期待されます。最新のAV機器を備

えた講義室では、より充実した面接授業や学習指導

（一般市民にも公開され

る、客員教授によるゼミ

ナール）が行われるでし

ょうし、また学生同士の

交流もさらに盛んになる

事でしょう。愛媛大学総

合情報メディアセンター

と同居している利点を生

かしつつ、愛媛県の生涯

学習の中心的拠点としてお役に立つよう、教職員一

同努力しております。

愛媛学習センターの移転 ―文化の地、愛媛の生涯学習拠点―

愛媛学習センター所長 磯村滋宏

―西洋人の見た日本文化―

柏倉教授山内教授

平成16年度大学院開設改訂科目一覧
単
位
数 

現 職 等  

2 R

科 目 名  区 分  
メ
デ
ィ
ア 

主任講師 

政策経営プログラム 倉沢　進 
小林良二 

2 R政策経営プログラム 技術社会関係論（’04） 森谷正規 

2 R教育開発プログラム 教育経営論（’04） 新井郁男 

放送大学教授 
東京都立大学教授 

放送大学教授 

放送大学教授 

（注）１．「メディア」欄のRはラジオです。 
 ２．「現職等」は、平成15年10月現在のものです。 

地方自治政策Ⅱ（’04） 

技術社会関係論（’02） 

教育経営論（’02） 

地方自治政策Ⅱ（’02） 否 

否 

否 

再履修 
平成15年度限り  
閉　講　科　目  



16

編集後記教養学部学生及び大学院修士科目生募集

平成16年度第１学期の学生募集を以下のとおり行います。
「生涯学習」についての関心が
高まっている。放送大学の働きに
よるところも大きいであろう。で
は、年をとってから何を勉強すべ
きか。いろいろな考え方があろう。
新しいことを始めた方がいい、と
いう人もいる。若い人と競いあう
ことが老化防止になるという人も
いる。それはそれで結構なことだ
ろう。
しかし私には、若い人にはでき
ないことができることに、老人の
真の喜びがあるようにも思われ
る。そのひとつが、昔読んだ本を
読み返したり、昔勉強した科目を
もう一度やってみることだ。退屈
きわまりないと思った本が面白く
て夢中になったり、その逆に感激
した本が陳腐だったことに気づい
たりする。私はこれを「生涯復習」
と称して吹聴して歩いている。自
分の講義の収録は早く片付けて、
他の先生の講義をゆっくり拝聴し
ながら復習の時間を持ちたいと願
っているところである。

（香山壽夫）

平成15年11月15日（土）・・・・・・・・ 平成16年度第1学期教養学部、修士科目生学生募集要項
配布開始

平成15年12月15日（月）～
平成16年2月29日（日）・・・・・・・・・・ 出願受付（教養学部学生・修士科目生）

2月上旬～3月中旬・・・・・・・・・・・・ 合否通知等

2月上旬～3月31日（水）・・・・・・・ 学費の納入

2月中旬～4月中旬・・・・・・・・・・・・ 入学許可通知・印刷教材等の発送

4月1日（木）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成16年度第1学期授業開始

・募集要項（出願書類を含む）は、各地の学習センター、大学本部などで直接配布しているほか、郵送
（ハガキ）や放送大学のホームページからも請求できますので、ご利用ください。
〈募集要項・送料は無料です。〉

・放送大学では、平成16年４月１日から始まる新学期の学生募集を行います。

・この機会に放送大学に関心をお持ちのご友人、ご親戚他お知り合いの方にご紹介いただき、入学をお
薦めくださいますようお願いいたします。

・平成16年３月末で学籍が切れる方が、平成16年度第１学期以降も引き続き学習を希望される場合は、
改めて入学手続きが必要です。なお、その際は入学料が割引になります。

※修士の学位の取得を目指す「大学院修士全科生」の学生募集（年１回）は終了しました。

出願締切日は平成16年 2月29日（日）〈必着〉です。

募集要項請求専用フリーダイヤル　0120-864-600

平成16年度第１学期の科目登録申請について
次学期も引き続き学籍のある在学生を対象に「平成16年度第１学期科目登録申請要項」
を１月上旬に送付します。
平成16年度第１学期の放送授業及び面接授業（毎週型・土日型）の科目登録申請期間
は次のとおりです。

申請期間　平成16年1月27日（火）［消印］～平成16年2月10日（火）［必着］

※１月中旬になっても未着、あるいは紛失した場合は、大学本部もしくは各学習センター
にお問い合わせください。
詳しくは「学生生活の栞」をご覧ください。

平成15年度放送大学学位記授与式について
平成15年度学位記授与式の日程が次のとおり決まりましたので、お知らせします。

日時:平成16年3月14日（日）午前10時30分から
場所:東京ベイNK.ホール（千葉県浦安市舞浜1-8）

「住所等変更届」の提出について（お願い）
ここ数年、「住所等変更届」の未提出等により、放送大学からお送りした郵便物が、

戻ってくるケースが非常に多く発生しております。
本学よりお送りする郵便物は、通信制により高等教育を受けられるみなさんにとって、

どれも重要なものですので、以下のことにご留意ください。

1.『学生生活の栞』の学年暦を熟読いただき、各種郵便物が送付される時期には、

郵便物が投函されていないかどうか、郵便受けをこまめにご確認ください。

2.現住所が変更になった場合は、所属の各学習センターへ「住所等変更届」をご提

出いただくとともに、速やかに、最寄りの郵便局へ転居届をご提出ください。


